1997卒業試験問題　放射線科　(回答欄：各問A4)

1：dynamic CTとはどのような検査法か記述しなさい。更に、その有用性を肝腫瘍を例に挙げて述べなさい。
解答のキーワード：
　「造影」「病変の血行動態」「肝細胞癌はearly high,late low」「血管腫はlateで徐々にhigh」「大腸癌転移はearlyで辺縁がhigh,lateでlow」
解答：
  dynamic CTの検査方法は、造影剤を急速大量投与した直後から、経時的に連続してスキャンするというもので、時期によって動脈が良く造影されている動脈相、びまん性に造影されている毛細管相又は実質相、静脈が良く造影されている静脈相が得られる。病変の経時的変化から血行動態的診断が可能となり、質的診断にも寄与するところが大きい。
　肝腫瘍についての有用性は、腫瘍の時間経過による造影濃度を見ることにより、肝腫瘍の鑑別ができるという点である。
　主な肝腫瘍性病変の鑑別点は以下の通り。
(1)嚢胞：全く血管成分がないので造影されない円形のLDAである。
(2)膿瘍：病気により異なるが、周囲に幅の広い被膜様部分がありこの部は炎症のため血管に富み造影される。内部の膿の部分はLDAのままである。
(3)肝血管腫：血流は極めて遅くpoolingが見られ、造影５～１５分後まで明らかなHDAとして描出される。
(4)肝細胞癌：典型的な造影パターンとしては門脈相中期まではHDAとなり、その後は被膜の部分が濃染され、内部は周囲よりもむしろLow densityとなる。
(5)転移性肝癌：一般に転移性肝腫瘍では癌細胞は腫瘍の周辺部に多く認められ、内部は繊維組織や壊死が見られる。腫瘍血管は乏しい場合が多い。ｌ辺縁部は造影後期に厚いリング上にenhanceされこれは肝細胞癌の被膜よりは厚く、内部は多くの場合LDAのままである。血管に富む腫瘍の場合、後期に内部はHDAとなりこれは肝細胞癌とは異なる所見である。
2.　肺胞性病変のX線学的特徴を間質性病変と比較して述べなさい。
　　また、肺胞性病変を呈する肺疾患を5つ列挙しなさい。
肺胞性病変ではhemogeneous massive shadow の中に気管支が浮き上がった像（air bronchogram）が見られ、大葉性と呼ぶ。間質性病変では肺門より繋がった浸潤像を示し、これを気管支性と称する。
肺葉性病変を呈する肺疾患として、肺炎球菌性肺炎・肺炎桿菌性肺炎・肺水腫・肺胞上皮癌・肺胞微石症・肺胞蛋白症・ARDSが挙げられる。この中から5つ選んで下さい。
３. 代表的な脳腫瘍を３つ挙げ、MRIの所見を述べよ。
神経膠腫(glioma)　多くはT1 low,T2 highを原則とするが、灰白質に近い信号を呈するものもある。また、病巣に伴いやすい浮腫と同じ態度を示すので境界の判断は難しい。腫瘍の質的診断に大切な石灰化は検出されず、CTに劣る。
髄膜腫(meningioma)　大部分はT1,T2強調画像の両者とも灰白質と等信号を示す。腫瘍が大きいと脳脊髄液と等信号の縁取り(peritumoral band)が見られることがある。ガドリニウムにて良く造影され、腫瘍に連続する硬膜にも造影効果を認めることが多い。
下垂体腺腫(pituitary adenoma)　正常の下垂体は等信号かやや高信号を示す。腺腫の信号強度は必ずしも一定していないが、T1強調画像が腫大の様子をよく描出する。
聴神経鞘腫(acoustic neurinoma)　T1 low iso,T2 high isoを主体とし、嚢胞成分、出血、脂肪変性、石灰化などを伴うことが多く多彩な像を示す。造影により著しい増強効果を認める。
4.　肺血管性病変、肺気道性病変の肺シンチグラフィ所見について述べなさい。
　   血管性病変と気道性病変の例をそれぞれ2つ挙げなさい。
肺血管性病変としては、肺塞栓症・肺水腫・肺高血圧症・肺動静脈瘻などがある。
肺塞栓症において、肺血流シンチでは塞栓を起こした肺区域、肺葉に一致した欠損像（perfusion defect）を示すが、肺換気シンチでは同部に正常な換気分布を示す。この肺血流・肺換気シンチでのミスマッチが特徴である。
また、肺水腫などでは、肺血流シンチで肺の葉間の部分に帯状の欠損像（fissure sign）がみられる。
肺気道性病変としては、気管支喘息、肺気腫症、慢性気管支炎などがある。
これらの閉塞性肺疾患において、肺換気シンチ吸入相では閉塞部末梢で欠損像となり、洗い出し相ではその部の排出が遅滞し hot spot として残る（air trapping）。また、肺血流シンチにおいても、換気の悪い部分では肺血流が減少するので欠損像となる。
5.末期癌の患者、家族に対する医療者としての基本的姿勢について考えることを述べなさい。       

この問題については、各自考えて自分の意見を述べて下さい。
